でなくて、 四 段で も 五段で もよ いけれ ども、 技術的に 

三 段まで 短縮す る ことができ たの だ。 

つまり、 第一 列 目が 射つ。 次に 第二 列 目が 射つ。 次 

に 第三 列 目が 射つ。 その 時までに 第一 列 目の タマ ごめ 

が 完了す る。 かくて 彼の 鉄砲 は つづいて 何 発 も 射つ こ 

とが 可能と なった。 

マ J の 鉄砲 戦術 も 後日 信 長が 借用し て わがものと する。 

信 長 はさら に 改良 を 加え、 野戦に 特殊な 鉄砲 陣地 を 構 

築す る。 ザ ンゴ— を 掘り、 竹矢来 を かまえ、 その内 側 

に 三 段の 鉄砲 組 を 構える の だ。 騎兵の 突入 を 防ぐ に は、 

ただの 三 段の 鉄砲 陣 では 防ぎ きれない からだ。 そこで 



は 名目 上の 殿様に すぎなかった。 したがって、 土岐氏 

の 家来の 家老 長 井 長 弘も斎 藤 妙 椿の 家来の 顔 をして 励 

まなければ ならない。 油 売りの 庄 五郎 はこの 長 井長弘 

のスィ センで 妙 椿の 用人と なること になった が、 その 

とき 長 弘が庄 五郎に 語る に は、 

「貴公 は 南 陽 房が 兄と たのんだ ほどの 学識 ある 器量人 

だから、 事理に 暗い il はない。 美 濃 は 古来から 土岐氏 

所領と きまって いるが、 近代に なって 臣下の 斎 藤 妙 椿 

が 主 公 を 押しの けて 我意の ままに ふるま つてい る。 

我々 は 妙 椿 を 倒して 再び 昔の ように 土 岐公を 主人に む 

かえたい と 思って いるが、 貴公が これに 賛成して くれ 



きた。 兵隊の 数 は 多く はない が、 装備 は 立派な もので 

ある。 

ところが その 行列の マンナ 力 へんに 馬に 乗って る 殿 

様が ものすごい。 頭 は 茶 セン マゲと 云って、 髪 を 一束 

に ヒモで 結えた だけの 小僧 ツ子の 頭で ある。 その 日の 

ヒモは モェギ であった。 この バカ 小僧 は マゲを 結ぶ ヒ 

モの 色に 趣味が あって、 モェギ か マッカの 色の ヒモし 

か 使わない というの はすで に 評判に なって いる。 

, 明 衣の 袖 を 外して 着て いる。 大小に 荒ナヮ をまい 

て 腰に さし、 また 火 ゥチ袋 を 七 ッ八ッ 腰に ぶらさげて 

いる。 腰に 小ブ クロ をた くさん つけて るの は 当時 猿 マ 



長と はすで に 見知り ごしで あるから、 

「山城 どのです」 

とき n 長に 云った。 すると 信 長 は、 

「デ アル 力」 

と 云って 柱から はなれ、 シ キイの 内へ はいって、 そ 

れ から ティ ネィに 挨拶した。 

ただちに 別室で 舅と 知 耳の 差 向い。 堀 田 道 空の 給仕で、 

盃 ごと をす ませ、 湯 漬け をた ベる。 二人 は 一言 も 喋ら 

なかった。 

道 三 は 急に 不キ ゲンに なった。 毒 を 食った ような 顔 

にな つ て、 



「六尺 五寸の 化け物め。 いまに ォレが 殺される ぞ」 

義 龍が 土岐の 血統と 名乗る ようにな つたの は、 まだ 

二十の 頃からで もう 十 年ち かくなる ので ある。 彼が 土 

岐の 血統なら、 道 三 は 彼の 父ではなくて、 仇で ある。 

当り前の 結論 だ。 

道 三 は 自分の 立身出世 のために 人 を 殺す 機会に は、 

機会 を 逃さず、 また 間 髪 を いれず、 人 を 殺して きた も 

のだった。 彼 は 人の 顔 を 見る たびに 考える。 いまこの 

人間 を 殺す こと もで きるな、 と。 人間 どもが 平気な 顔 

で 彼と 対座して いるの が 奇妙な 気持に なること も ある- 

ォレの 心 を 見せたい なと 思った。 



そして、 義龍を 殺す ことよりも、 義 龍に 殺される か 

も 知れない という こと をより 多く 考える ようで あ つ た _ 

いつでも 義龍を 殺せる うちから、 すでにそう だった。 

むろん、 義 龍に 殺される のが 心配で、 対立 的な 信 長 

を 味方に したわけ ではない ので ある。 しかし、 今に 

なって、 結果から 見る と、 まるで その 予算 を 立てて 信 

長 を 濃 姫の 知 耳に 定めた ような ことにな つてい る。 ある 

いは、 そういう 秘密の 気持が あつたのに、 自分で は そ 

れに 気付かなかった のか も 知れない と 考えたり する の 

であった。 

それ はまった く フシ ギな心 だ。 なぜなら、 今 だって 



いた。 道 三が 冬 ごもり から 戻る ころに は 大方 死んで い 

るだろう という 話であった。 道 三 も それ を 疑わな かつ 

た。 要するに、 そんな もの か、 と 城 を 降りた ので ある _ 

しかるに 義 龍の 病気 は 仮病であった。 道 三が 山 下へ 

はやと のしよう 

降りた ので、 道 三の 兄に 当る 長 井 隼 人 正が 義 龍の 使 

者と なリ、 喜 平 次と 孫 四郎を 迎えに きた。 

「義 龍が 死期が きて、 いまわに 言いの こす ことがある 

そうだから」 

伯父が 使者 だから 二人 も 疑わない。 そして 兄の 病室 

へ はいった ところ を、 待ちぶ せた 人々 に 斬り 殺されて 

しま つたので ある。 
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